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小学校高学年における動謁・いいおわりの形の指導
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国語教育は，民間教育研究の運動により，教育内容の分野の確定とその部分的な指導内容の開

拓とがなされ，乙乙十数年間の実践的研究の成巣が蓄積されてきているが，末だ開拓されていない分

野の方が多いという現状である。文法教育においても，試行錯誤の段階である。 ζれは，国語すなわ

ち日本語の教湾を， r臼本語を教える教科にするj という至極当然の乙とを，現在までの学校教育で

は佼霞づけて ζ なかった ζ とによるが，日本語の文法論研究もまた，学校教育に!日態依然とした橋本

文法を据え続けておく ζ とで 新しい世代の言語観や言語知識を意識的に形成する ζ とに貢献してと

なかったという事情にもよる。教育科学研究会・関語部会により確立されつつある文法論(以後，教

科研文法論と震う)は，学校文法が現代日本諮文法たり得ない，その理論的矛盾と，それが果してい

る国語教育への否定的な役割り(言語活動主義にもとづ4機能主義的な性格をもっ)とを明らかκし，

同時に，伝統的な文法論の継承の上lζ独自の文法理論を構築してきている。自主編成教科書 fにっぽ

んどJ(麦書房発行)によって教科研文法論は広く教育の場で実践され，現在および将来の B本の文

法教育において無視できない位寵を占めてきている。

われわれは，科学的な文法教育(言語教育)の内容と方法を確定する研究を試みているが，その

際iと，教科研文法論とそれにもとづく文法教育実践の成果に学んで，文法指導のプログラム(授業

を作製し，実験授業を行っている。われわれの方法では，教科内容の構造は教科の対象とする

現代科学(言語学.文法論)の構造を， rrすべての子どもにま竪解可能な11員序j という原理で再構成し
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たもの1)Jとする。したがって，文法指導のプログラム作裂にあたっては，指導内容とすべき文法論

(今回の「動語・いいおわりの形Jの指導iζ際しては，とくに動詞形態論)の構造を徹底的に明らか

にして，プログラムがこの構造を反映し，かつ，すべての子どもが fわかる J11民序や教材の配タIjをと

り込んだ内容となるように努めた。 ζ れまでに， r動詞の語形jの指導プログラム作製と実験授業を

一回試みた η 一回目は， 1974年12月，恵庭市立島松小学校の五年生， 43名を対象に16時簡をかけて，

「文末述語動読の語形変化jの授業を行った o 二回目は， 1975年9月末から10月にかけて，間小学校

の六年生42名を対象![， 15時間をかけて， r動説・いいおわりの形Jの授業を行った。ニつのプログラ

ムは，いずれも動詞のいいおわりの形をとり上げているが，二回目のプログラムは，一回目の実験授

業において明らかにされた理論的・実践的諸課題を解決し それらを発展させる試みとして作製した。

本論文は，二国自のプログラムとそれによる実験授業について述べるが，そ ζ で明らかにするよう

に，二回目のプログラムは，円、いおわりの形の位置づけJや「語形名と語形の文法的意味jなど，動

詞形態論上の基本的な問題について前回のプログラムの不充分な点を明らかにし，指導内容の改善を

試みている。文法論上の問題とそれにかかわる指導上の問題は，ーにまとめ，二は，実験授業の展開

をプログラムの内容と授業の進行に則してまとめる ζ とにする。

なお.文法教育研究lζ形態論をとり上げたのは，現代日本諮文法論においてとの分野のみが現

在のと ζ ろ，体系的にほぼ確rrされているからであるが，そのEわから動詞形態論を最初にとり上げ

るのは，次の理由によるものである。つまり，品詞形態論は，品詞どとに「単語の文法的な側面をあ

きらかにする2)Jが，単語が，語い・文法的な性格をもっ言語の基本単位であるとするとき，単語

の基本的な性格を文法箇において，動詞は，語形(単語の文法的なかたち)によって明狂的に示す

品詞だからである。すなわち動詔は，本論で述べるように，言語活動における種々の文法的意味を

単語の形態とそれらの対立によって表わし分けており，規剣的な形態変化(語尾変化) によって対

立し合い，重り合う語形の体系をつくっている。文法(形態論)教育を，形態論的lζ構造の鱈単な名

謂から指導を始めるという主張もあおお。いずれにしてもどの品詞から始めるかについての論議は

いまのと ζλ ，全品詞の指導体系編成の下での実践的な成果による結論からなされているのではなく，

仮説的なものである。したがって，それぞ、れの仮説にもとづいて試みるととが先決であるが，しかし，指導内容の

11箆序が対象の構造の本質的な連関からではなく，単に複雑か単純かということで論じられるなら， ζ

れは意味があるとは雷えない。品詞の中で最も複雑な語形構造をもっ動詞も，その複雑な構造は，ご

く単純な構造の組み合わせから成っているのであるから。

動詞のいいおわりの語形とその指導

(一)動詞の語形の体系ーいいおわりの形の位置づけ

動認は， おける種々の文法的はたらきを表わし分けるこつの語形の体系をもっ。それ

らは，語形づくりの手つづきにおいて異っているのだが，一つは，単語の構成の途いによる語形の体

系である。偽の一つは，語尾変化による語形の体系である。前者は，基本動詞 crいく J)，派生動詔

〈たちば動諒・「いかせるJ，みとめ・うちけし動詞.rいかないJ，ていねい動詞.rいきますJ) ，動

認のなかどめの形iζ補劫動詞の総合した動詞(すがた動爵・「いっている J，やりもらい動詞・「いって

やるJ，もくろみ動詞・「いってみるJ)などの動詞をつく「ている。(カッコ内の動認は， rいく Jの

それぞれの種類の動詞の一語形)乙れらの動認が文中で文法的なはたらきを表わす際に語尾変化をす
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るのだが，後者の語形(語尾変化)の体系は，すべての動調が文中でとる語形の体系である。前プラ

ンでは，いいおわりの形にくっつき〈いわゆる終助詞)のつく形も語形とみなした(たずねる形 r-
するかJ)が，また，教科研文法でも r-するだろう J(おしはかりの形)を語形として認めているが，

現在のと乙ろとの彩を語形とはしない ζ とにする。そ才1は，くっつきについて， ζれが形態素として

単語の一部分として形態論的はたらきをするものと認めるか，そうではなくて構文論的なはたらきを

するものと認めるかについて判明していなし、からである。

動詞形態論の指導では，上記こつの語形体系をその主な指導内容とする。教科研の自主編成教

科書 fにっぽんど 4のよ』は，次のような願序で動詞の指導過程を組んでいる。

6 動詔(1)

~ 22動詞 ~ 23他動認と自動詞 ~ 24たちは ~ 25ていねいさ ~ 26みとめ方

7 動詞(2 )いいおわる形

8 動詞(3 )なかどめの形

名詞っくり，動詞っくり，ならベたてる形 を含む

9 動詞(4 )条件の形

10 動調(5 )すがた

やりもらい動議u，もくろみ動認 を含む

11 動詞(6 )動詞が規定語Iζなるはあい 動名認 を含む

ζ の指導過程を，先の二つの語形体系との関連でみると，(1)， (5)は，単語構成の違いによる

動認の語形， (2)，(3)， (4)は，語尾変化による語形をそれぞれ扱っている。つまりこ ζ では，語

尾変化による語形の主主本形としての，みとめ方，ていねいさによる派生動詞を始めに霊堂き，次いで語

尾変化によるいいおわりの形，なかどめの形，条件の形を指導し，なかどめの形に補助動詞の結合し

た動詞という順序となっている。われわれは，後Iζ述べるように，初めに語尾変化による語形指導を

基本動詞において行い，次いで，それにもとづいて，語構成の臭る動詞の語形指導lζ進む方向をとる

が，今回の授業警は， ζ の動詞の語形指導の第一段階である，基本動詞のいいおわりの形を指導内容

としている。そ ζでζζ では，動詞の全語形体系におけるいいおわりの形の位置づけを検討しておく

ζ とにする。

言語活動(文)において動詞は，文法的はたらき iζ応じて単語の形態を変化させ，その文法的な

はたらきを語形として明示するが， ζ の形態変化の手つづきを動詞の語形変化=語尾変化(活用)

という。単語の文中での文法的はたらきは，構文論上および形態論上のはたらさがあるが，文中の動

詔は，語尾変化によって ζ のニつの文法的はたらきを担っている。 ζ のニつの文法的はたらきは，一

つの語形において切り離し難く統一されているのだが，相対的には独自なものであるから，それぞれ

のはたらきとそれを表わし分ける語形の体系とを独自に抽出する ζ とができる。つまり，構文的は

たらきは，単語が文の部分となる ζ とによってそれを担うが，動認の場合は，述語，規定語，修飾語

という文の部分となって， ζ うした構文的はたらきをする。 ζ れを表わし分ける語形は，基本的iζは

いいおわりの形となかどめの形であるが，前者は文末の述語と規定語となる場合の，後者は文中の述

語と修飾語となる場合の語形である。形態論的はたらきは 単語レベルでの稜々の文法的概念を実

現するためのものであるが，きもち・とき，みとめ，ていねいさなどが，動認の語形に表わし分けら

れている o 構文的はたらきを担う一方の語形，いいおわりの形は，きもち・ときを表わし分ける下位
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の四つの対立語形(ったえる形一一すぎさらず・すぎさり，さそいかける形、命令する形)をもって，

問時iζ 乙うした形態論的はたらきを飼っている。以上のことからいいおわりの形は，機文論的および

形態論的はたらきを語尾変化によって表わし分けていることがわかる。 ζれを表にすると，次のよう

になる。

化

~~里
議本 動 言活 派 生 動 認 なかどめの形(c補助動

詞が総合した動詞
し、 く いかせる いっている

し、 つる すぎさらず し、 く いかせる いっている
し、 た
お え形 すぎさり し、 ..， た いかせた い っ て い た
わ
り さそいかける形 し、 ζ つ いかせよう いっていよう

の
形 命令 する形 し、 け いかせろ いっていろ

なかど めの形
む、 き し、 か せ し、 ってい
し、 つ て いかせて い っ て い て

む、 け ば いかせれば いっていれば
し、 く と いかせると いっていると

条 件 の 形 いくなら いかせるなら いっているなら

いったなら いかせたなら いっていたなら

し、ったら いかせたら いっていたら

逆 条 件 の 形
いっても いかせても いっていても
いったって いかせたって いっていたって

立主 ヂリ の 形 いったり いかせたり いっていたり

語

尾

変

(っかいだての
たちばの動詞)

(すがた動詞〉

太ワク内の語形は，本プランが扱う基本重力諮のいいおわりの形

前回のプランは，いいおわりの形を文末述語動詞のとる語形として，いわゆる終止的用法のば

あいのみを取り上げた。その際 派生動詞であるみとめ・うちけしの動詞とていねい動認のいいお

わりの形もとりあげ(但し，ていねい動詞は，プログラムには総み入れなかった入いいおわ

りの形には ζ うした派生動認によって実現される文法的カテゴリーを含む， 4つの文法的概

念(きもち，とき，みとめ，ていねい〉が認められるとして，いいおわりの形を動認の全認

形体系における「陳述性をもっともよくあらわしうる語形として典型」と位讃づけた。前回の

ζ うしたいいおわりの形の位鐙づけとその根拠は.先iζ明らかにした全語形体系とそ ζで位震が明

らかになったいいおわりの形の関係から指摘できる ζ とだが，二つの問題を持っていたと言える。一

つは，動詞の語形体系が単語の形態とその対立によって成り立っている ζ とを潔解していなかったこ

とによる問題である。つまり前プランでいいおわりの形に認められるとした 4つの文法的概念は，確

に陳述的性格をもっ概念ではあるが，きもち，ときは，語尾変化によって実現される概念であり，みと

め，ていねいさは，派生という手つづきによって実現される概念である。 ζれら 4つの概念を，いい

おわりの形一語形に認める ζ とができるのは，派生動詞〈みとめ，ていねいさを表わす)が，きもち・
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ときを表わす語尾変化をした ζ とによってつくられる語形問士の対立によってである。(つまり， rい
くJが，ったえ，すぎさらず，みとめ，ふつうという文法的概念をもっと認められるのは， rいζ うj

fいったJrいかないJrいきますjなどの語形との対立によってである。)前回のプログラムは， ζ う

した語形のっくりの相違や形態によって実現される文法的概念を，概念相互の対比でのみ取り扱い，

形態磁の位讃づけとそれにもとづく指導を欠いていたの先の表で明らかなように，いいおわりの形は，

なかどめの形と対立して終止的，連体的用法を扱い，かつ，きもち・とき概念を表わし分ける語形体系である。

もう一つの問題は，いいおわりの形の終止的用法(文末の述語になる場合)と，連体的用法(規

定語になる場合)とを区百IJし，文末述語動詞のとるいいおわりの形として，終止的用法のみぞ対象と

した ζ とでああ。 ζ のようにした潔白は，終止的用法の場合の方が連体的用法の場合よりも，上記 4

つの文法的概念を本来の意味で用いるという点で，縛述的表現性の程度が強い，という乙とによる o

ζ のいわゆる終止的用法と連体的用法とは，口語では同一語形(いいおわりの形)をとるが.それ

らこ用法が異る乙とは確かで，それらのはたらさを同一視する ζ とはできない。しかし，乙のこつの

はたらきが一語形で実現されている ζ とは文法上まぎれもない事実であるから，いいおわりの形から

終止的用法のいいおわりの形を取り出すというような ζ とはあり得なしρ。語形とは，後で述べる

が，いくつかの文法的はたらきが単語の形態に実現されたものであって，文法的はたらきと語形とは，必

ずしも一対一対応の関係にあるわけではないから，したがっていいおわりの形については，動調が文

末の述語になっていいおわるときと，規定語となって他の単語をかざるときにとる語形である ζ とを

教えなければならない。なお，連体的用法については fにっぽんどj で扱われているように「動諮が

規定語となるはあいJとして，特iζ取り上げて指導する必要がある。

(にj語形の形態・文法的意味・諮形名とその指導

前項で，動詞のいいおわりの形がきもち・とき概念を表わし分ける 4つの語形をもっ ζ とを明

らかにしたが，文法論ではそれらの語形に，ったえる形，さそいかける形，命令する形，および，す

ぎさらず，すぎさりという語形名をつけている。これらの語形名は，当該語形の文法的はたらき(文

法的意味)を名称、としてつけたものであるが，語形名が語形のもつ文法的はたらき全てを表わしてい

るとは限らず，また，直接iζ語形のもつ文法的はたらき(文法的意味)を概念化したものというわけ

ではない。例えは，ったえる形の文法的はたらきは「さそいかけたり命令したりするように，他の人

になにか動作をするように働きかけるのではなく，ふつうにしらせたり，雷いきったりするJという

ことであろう。また，乙うした用法の語形名としてのいったえるい についても，言語の機能が一般に

伝える ζ とである ζ とを考えれば，必ずしも乙の語形に限った名称とは言えないだろう。また，さそ

いかける形は「さみちゃん いっしょに 学校に いζ うJのように さそいかける意味で用いられ

るが，他方「あしたは ぼく一人で いζ うjのように，意志、を表わす意味でも用いられる。 ζ のよ

うに語形の文法的はたらき(意味)は，語形名の表わす文法概念と必ずしも意味的に，また一対ーに

対応してはいない。

前田の授業では「語形と語形名のあらわす文法的意味の指導Jの問題として「ある語形名をもっ

語形は，必ずしもその名称があらわす文法的はたらきをしないjことを，どのように理解させるかと

いう課題を残している。乙れは，語形名を語形に「約束としてつけた名まえjとして覚えさせ r語
形には語形名iζζ だわらない，いろいろの用法がありますJとしていろい人な用法の例文を示したと

ころで，諮形における語形名と形態および文法的はたらき(意味)との連関で，それらを本質的にま竪
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解させる ζ とにはならない。なぜなら上記のような指導過程(願序)は 乙のあとで述べるように文

法認識とは逆だからである。

そζでζ こでは，語形を，その形態，文法的はたらき(意味)，語形名との関連で解明し.指導の

手つづきを考える ζ とにする。われわれは，言語活動において現実的にまた，現象的にとらえられる

ひとつひとつの単語および文を媒介にして伝達活動を行うが ζ 乙でわれわれに伝達を可能にするの

は，これらの単語や文が広いいみでの"意味、、を持っているからである。 ζ の"意味、、には，主iζ号事

物を反映すると ζ ろの語い的意味と，主iζ事物と事物の関係、や事物と話者との関係を反狭するところ

の文法的意味とがあるが，文法論では後者の文法的意味を問題にする。言語活動における様々な文法

的はたらきは，構文論的，形態論的はたらきとがあり，文や単語はそれらを文法的意味として担わさ

れる乙とは前項で述べたが，語形とは(これも前項で述べたことであるが)，雷語活動において，単語が

文法的意味を担ってとる現実の姿である。すべての単語は，文法的はたらさを共通としている品詞ど

とに独gの語形体系そもつが， ζζ では一品詞内の語形(体系)について述べる ζ とにする。ある単

語の語形は一定の歴史的時期において一定数存在し それらのもつ文法的意味と形態との関係、は関定

したものではない。f9iJえば「いかむjは古諮では推量の;意味をもっていたが「いかむJの現代語iζ移

行した語形「いこう」は推量のはたらきをせず，さそいかけと窓志の意味を表わじている。そして fい

くjの推量の形は，現代語では「いくだろう jで表わされる。 ζζiζおいても捉えられるように，言

語活動における穣々の文法的はたらきは，言語活動上の構成要素である単語le，それらのはたらきを

表わす形態をとる ζ とを要求し，一つの単語はいくつかの文法的はたらきを，いくつかの形態によっ

て表わし分ける。例えば現在・未来・過去というときを表わすはたらきは，動認において現在，未来の

;意味を担う一つの語形(すぎさらず)と 過去の意味を担う一つの語形(すぎさり)との ζ のニつの

語形によって表わし分けられている。文法論ではこのこつの語形に対立しあう文法的意味(現在・末

来と過去)を認め，このこつの語形にときという文法的概念が実現されているζとを認める。そ ζでこ

のニつの語形は，とき概念の下iζ対rrしあう語形関士として，すぎさらずとすぎさりという語形名に

よって区別される。更に文法論は，乙のこ語形がったえる形においてのみ認められる語形向士である

ζ とから，いいおわりの形のったえる形のすぎさらずおよびすぎさりというように体系的に整理する o

乙うした語形の形態と意味と語形名との関係をいいおわりの形のきもちを表わすミ三語形κついて検討

してみると，次のようになる。

文法的はたらき
(伝えるきもち)

語 形

意 味

文法的概念 語形名

形態

きる~、、
三〉いく

しらせる----

しらせ
ったえ

ったえる形

意志をあらわずe 一一一ーし、 ζ う

命令する ¥ /

捻議する/¥
/ ;-いけ

さそいかける/ / 

綴愛する/

さそいかけ
意志

八

き

も

さそいかける形

命令
願窓 ち

〉

命令する形
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つまり「いく J円、 ζ うJrいけJは.rいく jのいいおわりの形で，語尾変化によって形態の相違

(対立)そ示しており主11:，ったえ，さそいかけ，命令という文法的意味によって対立し合い，きも

ちという文法概念を実現している語形同士なのである。

文法論は ζ のように，単語の現実的な姿(語形)を文法的概念の下に，形態・意味の対立関係を

明らかにして体系づける。そしてそれぞれの語形にそれぞれが持つ文法的慈味のうちから，それらを

統括する文法概念を実現するに明白な概念と 顕著にその語形のはたらきを表わす;意味(概念)とを

考慮してそれにふさわしい語形名をつける。

乙のようにして体系づけられた側々の語形は，あたかも始めから語形名が表わしている文法的は

たらきをする単語のようにみなされて.r語形は，それがもっている詰形名が表わす以外のはたらきも

するJと指導される。しかし，今まで述べたことから明らかなように，語形とそれのもつ文法的はた

らき(意味)との関係は次のように理解されなければ上記 crJ内)の理解は語形の本質を挺えたζ

とにはならない。つまり.r単語の文法的なかたちである語形は，それがもついくつかの文法的意味の

内から，奥裂的なはたらきを示す文法概念を語形名として名づけているJ。

語形の体系は文法概念が先にあるのではなく 単訟の現実的な姿(語形)の対立がまず存在する

のであり，文法認識は ζζ から始まるo 文法指導では従って，語形の形態の対立と，それらが実現し

ている文法的意味の対立とそ明らかにし，それらの内的に統ーした関係を理解させる ζ とから始め

られる。乙の潔解にもとづいて 語形の対立関係が実現している文法的概念の認識に到達するように

指導が進められなければならない。そ ζ でp 以上の ζ とから次のような指導過程が導びかれる。

一つの文法的概念の下に対立しあう語形群を 一指導過程とする。

11) 個々の語形の形態的相違与を明示する

形態的相違の認識に基づき，個々の語形の文法的意味を考えさせる

山 形態と意味とを確実に結びつけさせる(形態指導，語形与を用いた解説，作文指導など)

(3) 話形の文法的意味の典形であり 語形相互の文法的意味の相違(対立)が明確な文法概念を語

形名とする

(4) 偲々の語形(訟形名をもっ)の文法的意味(はたらき)の察捜

(5) 語形群がある文法概念を実現し，それを表わし分けている ζ とを認識させ，その概念の下に

語形群を体系づける

ほ) いいおわりの形の形懸指導(語尾変化の指導)

語い的lζ巽る単諮問士は，同音異義語を除けばそれらの形態の遠いによって臭っている ζ とが判

別できる。共通した文法的はたらきによって分類される一品詞内で文法的に興る単語(諮形)同士は，

名詞のように穆着による語形変化をする単語のばあいには，はだか格と，はだか格と同形の単語にくっ

つきのついた語形であるから(花 花が，花Iら…).ζ れらの単語は形態の違いによって奥る語形で

ある ζ とが明確に判別される。と ζ ろが崩折による語形変化，すなわち語尾変化号をする動詞では，あ

る単訟の巽語形同士(~、く いζ う いけ)が開じ語い的意味をもち，文法的には異る意味をもっと

いう ζ とや 5) また，異る単語同士の巽語形同士(い ζ う，よもう， ζ ょう)が文法的意味を同じく

するという ζ とを，自参着による語形のばあいのように形態的iζ明瞭iζ判別する ζ とは億単ではない。

われわれは，言語活動の擦に，母国語である日本語の単語の語形をそのつど，その形態と文法的
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意味と IC照しながら操作しているわけではないように思われる。しかし実際は，われわれは，経験的

に習得した文法知識を無意識に働かせているのであって，例えば動詞のばあいには，文中の単語は，

その語形の形態を手がかりに，その単語の文法的意味を理解しているのであり，意図する文法的意味

を表わす形態の語形を使って表現しているのである。母国語の文法教育は， ζ うした母国語の臼常的，

無意識的な文法認識と操作とをあらためて文法体系のもとに引き出し，務ま墜させる。そうした体系的

な文法論の習得と，それにもとづく正確な言語知識と言語活動の能力とを身につける ζ とが，文法教

育の目的であり意義である。

3て，動言語の形態は，主に語い的意味を表わす語幹部と，主iζ文法的意味を表わす語尾部のニつ

の形態系から成り立っている6)o 一単訟の異語形が語い的意味を共通にもつ詰形間土である乙とを認

める乙とができるのは，主として形態の変化しない語幹部の形態の共通性によってである。他方，そ

れらが文法的に異なる語形同士である ζ とを認める乙とができるのは 主として形態変化する詰良部

の差異性によってである。他方，語い的意味の異なる単諮問士が，文法的意味を共通にする語形をそ

れぞれがもっているという ζとを認める ζとができるのは，文法的意味を閉じくする語形同士の諮尾部κ共通

性が認められるからである。ζれらの文法的事実を現夜の学校文法での単語の形態的捉え方によっては認めるζと

はできない。次のばあいを考えてみよう。「いく，い乙う，いけJと「いる，いよう，いろJとは， r行く j

と「居るJという異る動詞のいいおわりの形の三話形であるが，次表iζ見るように「いく Jと「いるJ，

f いとうj と「いようJ，rいけjとれ、ろj はそれぞれ，文法的意味そ同じくする文法的な向語形同

士である。 ζのこ単語が語い的意味を異にして

いる ζ とは，語形の形態の相違lζよって認める

ζ とができる。 ζ のニ単訟のそれぞれの三語形

における語い的意味の共通'肢は，主lと語幹部iζ

認められるのであるが，学校文法によれば「行

ったえる lさそいかける|命令する

いく iいう!いけ

いる iいよう|いろ

くJの語幹も， r居るJの語幹もともに「いJである 7)。従って， ζれら二単語の語い的意味の襟識で

ある語幹は共通しているから， ζ の限りではニ単語の差異を認める乙とはできない。さて，上記のい

いおわりの三語形が，文法的に意味が異っている語形同士である ζ とは，それらに認、められる形態の

相違によるが， r行く Jの三語形は fく， ζう，けJ，r居るJの三三語形は fる，ょう，ろjが異る部分

である。学校文法はさそいかける形の fぅJを助動詞として単語から切り離し， rく， ζ，けJJる，

よ，ろJをそれぞれの"変化する部分、‘あるいは語尾とする。と ζ ろでとれらの文法的に対応する一

語形関士は，文法的意味が開じである ζとを語尾部によって認められなければならないがJ<JとfるJ，

f乙Jと「よJ，rけJと「ろJとはζのように見る限り，なんら形態的κ共通性をもってはいない。

ζ のようにー音節安一字で表わすひらかなの表記と，それにもとづく発音とによっては，一単語の異

話形における共通性と，異る厳誌の文法的に開じ語形民士の共通性を絞り出す ζ とはできない。つま

り， rいく，い ζ う，いけ，いる，いよう，いろJは， rいJを共通Iともっととにおいて向…単語という

ζ とができるし，従ってまた， ζれら六語形は共通部分を除く他の部分は異っているから，互いに文

法的に奥る語形同士という ζ ともできる。

上記の乙とは動詞の単語の構造が，語幹・語尾という形態素から成るという形態的な特徴をもっ

ている ζ とと，日本誌の表記と音韻構造との関係とを理解する ζ とによって解明される。

日本誌の音韻は母韻と子韻のニ音素をもつが ア行を除く他のすべてのー音節は， ζ の二音素の

組み合わせから成る。カ行は， rka， ki， ku， ke， koJという音韻繕迭による五つの音節から成って

-116-



小学校高学年における動詞・いいおわりの形の指導

いる。ニつの音素の組み合わせは，一音節として発音され(カ行のばあい， rカ，キ，ク，ケ，コJ)，

表記は， ζ のー音節を一文字によって表わす。単語は従って，一音節を担う一文字をいくつか組み合

わせて表記される。「行く Jは ikuという音議機迭をもち，イクと二音節で発音されて「いく Jと表記

される。動認の形態素である語幹と語尾は，音素上の単位であるために， ζ うしたー音節どとの発音

や文字によっては正確に示し得ないの「いく Jは，諮幹 ikーと語尾 -u とから成っている。 r~ 、る JIま，

語幹 iーと語尾一ruとから成る iruという音韻構造をもって，イルとニ音で発音される。 ζ のように

動詞の単語の形態的特徴は，表記文字や発音iζ認められる特徴によるだけでは充分に明らかにならず，

語幹部，語尾部を構成している音素のレベルまで切らかにしなければ正確に理解する ζ とはできない。

「行く Jr居るJのいいおわりの三諮形司を これらの関係で整理すると表のようになる。

文 字 発 音 音韻構造 語幹 語尾

いく イ ク iku ik- -u 

いζ う イコー iko ik- -0 

いけ イ ケ ike ik- -e 

い る イ Jレ lru 1- -fU 

いよう イヨー iy"o 1- -yo 

い ろ イ ロ lro 1- -fO 

ζ のように動詞の形態を音素にまで分折してみると， r行く」と「居るjは異る語幹をもっている ζ

とが明らかであり，それぞれの三語形は共通にその語幹をもっている ζ とがわかる。と ζ ろがζζ で

は依然，文法的同形である語形間士が，語尾部の特徴iとよっては，明らかにされない。つまり Jffくj

の語尾は-u，一る， -e，であり， r居るjの語尾は-ru，一両，一roであって，文法的に対応するはず

の二語形問士のそれぞれの語尾iとは なんらの共通性も認められない。

そζ で次には，乙うした音韻構造をもっ動詞が，その語尾変化のタイプによってま種に分類され

るζ とが示されなければならない。それは，いいおわりの主語形でみると「行く Jのように語尾が

-u，-o， -eと変化するタイプ， r居るJのように語尾が-ru，一戸， -roと変化をするタイプ， ζれら

の他iζ ，諮幹部も諮尾変化iζ伴い変化するタイプの5穫である(いわゆる従来の，四段活用動詞，一

段活活動詞，変格活用動詞である)。 ζ れらは便宜的K第一変化動詞，第二変化動詞，特殊変化動詞(上

記のI1員)と名づけられているが，それぞれの動詞の例をあげてみると次のようである。

O第一変化動詞

うたう uta-u よむ yom-u 

うたおう uta-o よもう yo…mo 

うたえ uta-e よめ yo-me 

O第二変化動詞

おきる oki-ru みる 立ll-ru

おきょう okiで yo みよう ml-yo 
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おきろ oki-ro みろ m1-ro 

O特殊変化動詞

くる ku-ru する 8U-fU 

とよう ko-yδ しよう 81-YO 

ζ し、 ko-i しろ 81-ro 

すべての動認は， ζ の三穣のいずれかの語尾変化をする。間種の動詞の語形同士は，表記上の形態が

全く異っていても(大低のiぎあい異っているが)語尾部の共通性によって 文法的に同形の語形関士

である ζ とが識別される。異る単語の文法的iζ開じ語形同士は，各々の変化タイプを明らかにする ζ

とにより，向じ文法的意味の語尾をもっている ζ とがわかる。

動認の語形の形態指導は，上記の ζ とから明らかになったように，諮尾変化を中心lとして，語形

の構造を表記(文字)，発音，音素(形態素)と，それらの関係によって明らかにする ζ とである。そ

してすべての動詞の語形が，鋭則的な形態変化の手つづきによってつくられていることと，その予つ

づきの違いによってすべての動詞が 三つのタイプの(語尾変化の)動詞K分類される ζ とを理解さ

せる ζ とになる。

一 鏡業警の展開と解説

ーで明らかにした動認の形態論的事実と，文法指導上の課題にもとづいて，基本動認のいいおわ

りの形の綬業蓄を，次のような指導過程の構想の下lζ作製し，授業会行った。

1 ，動詞形態論(語形の体系)の指導過程

動詞形態論指導は，先に明らかにした語形の体系と，語形の形態論的特徴の構造を正確に反映し

たものでなければならない。従って，動詞の語形体系の指導JI反序と内容は，次のように構想される。

l 基本動詞の活用

2. 派生動詞

(1) 派生動認の諮形

(2) 派生動認の活用

3 なかどめの形に補助動認の結合した動諮

(1) なかどめの形に補助動認の結合した動詞の諮形

(2) 向動認の活用

1では，動詞形態論指導の最初の段階で，すべての動認が文ゅに使われる場合lととる語形を，形

態的手つづき(語尾変化)と文法的はたらきの間体系及びそれらの関連とで明らかにし，狭い意味で

の文法的な形の理解K導びく。 2. 3の各動詞は，広い意味での文法的な形の動詞であるが，それぞ

れの(1)ではそれらの語形のっくりの形態的手つづきと それらが実現する文法的意味とを指導すると

とになる。 (2)では lの活用指導にもとづいて，広い意味での文法的形の動読も，文中iζ使用される場

合は向様の形態変化をする ζ とを理解きせる ζ とになる。

II いいおわりの形の指導過程

-118-



小学校高学年における動詞・いいおわりの形の指導

Iの 1基本動議jの活用の指導の第 1ステップは，いいおわりの形の語形指導である。授業審の指

導過程は次のように構成されている。 e

1. 単語の文法的かたちと文法的はたらき 0 1)

2. 語形・形態と文法的意味 02)

3. いいおわりの形の四語形の文法的はたらき 03，4，5)

なお，以下iζ，授業警の展開と解説を，実験授業の経過をふまえつつ詳恋する乙とにする。

(0) はじめに

乙ζでは f文法Jと「動詞Jという概念を簡単な定義によって捉えさせ，動詞形態論学留の導入

とする。!文法JICついては文法的誤りのある箇所を含む例文を提示し，誤りをilTiEする ζ とによって

|乙とばを使うときには きまり(文法)があるJ乙とに気づかせる。問題文には次の文法的用法上

の誤りがある。 (1)時制 (引きもち(ムード (3)ていねいさ 凶接続詞。 ζれについては乙うした用

はじめに

国頭下の文のなかで， ζ とば使いがおかしいと ζ ろを さがして 正しい文に なおしましょう。

1.ぼくは きのう，柿をたくさんたべる。

2. わたしは，iJI;松小学校の斉院学級の， 000子 でしょう。

3. おい，たけし，その本を とって くださし、。

4. 冬がいよいよやってきた。けれど ストープをつけた。

乙とばを使うときには，きまりがあります。

乙とばのさまりを 文法といいます。

ζれから どうしのきまりについて勉強します。

どうしとは， rはしるJrあたたまるJrいるJのように，人やもののうどさ 状態の変化，存在をあ

らわす語です。

法の誤りがある ζ とを指摘できればよし訂正は，文として意味が通るような程度でよい。例えば(1)

は，きのう→きょう，たべる→たべた，のいずれでもよい。 r動詞Jの定義は正確には次のようであ

る。 r文法的には文中で，述語・修飾語・規定語になり，稜々の語形によって構文論および形態論

的はたらきをし，語い的 iとは人や物の動作や状態の変化・存在などの意味をもっ品詞」しかし こ

こでは，子どもの言語意識に笑然と存狂している動詞概念を，他の品詞(単語)とは異なる特徴

をもっ単語の集まり，という程度で意識化させればよし比較的理解しやすい諮い的意味によって

説明した。

(一)単語の文法的かたちと文法的はたらさ

文の文法的意味は，語j艇やイントネーションや，それを構成する単語の語形によって実現される

が，問題 1の三つの文はいずれも文末の述語動詞がとる「かく」のいいおわりの形の，きもち(ムー

ド)の三語形によってそれらの文のモダ 1)ティーが実現される。問題は「かく jのきもちを表わす三
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語形をあらかじめ明示し， ζ れらの語形の形態の相違に者gさせる ζ とから始まる。子どもは，乙れ

~ 1 

I rp~ iHi 11下の各文の口の中には，それぞれ， rかく JrかのJrかけjの どれを入れるのがよい

でしょうか。その理由として rかく Jrかζ うJrかけjの それぞれがあらわしている意味を 考え

ましょう。

1. みち ζ さん， ，まくたち いっしょに手紙を仁盃コ。

2. ひろし君，ぼくのかわりに 手紙を隠口。

3 よしお君は，さびしくなると 手紙を/Eo

① i二二二二コ意味

②仁二二二コ意味

③仁二二二二コ;意味

らの詩形を文法的に適切な文lζ捜入ずる ζ とによって，側々の語形 (ζ の段階では末だ，かたち)の

もつ文法的意味を考える ζ とになるが，それぞれの文には，さそし、かけ，命令，ったえの形を要求す

る要素が含まれている。 Iはさそいかけであるが rみちヨこさん J rいっしょに jなどがさそいかけ

る相手と話し手自身も動作する ζ とを明らかにしているから，それ以外のはたらきの語形をとる乙と

はできない。 2は「ぼくの代りに jが，相手にのみ行動を求める命令の形を要求している o 3はった

える形を入れることになるが rさびしくなると jの r-すると Jという条件的表現が他のきもちを

取り得ない性絡をもつことから，ったえる形に限られている。 rかく」を問題文に該当するように語

形変化させて捜入させるやり方唱?とらなかったのは，きもち概念のうちの一つひとつの文法的意味が，

一つの語形だけに表わされるというものではないことによっている。つまり，例えばふつうにのベる

(ったえる)という意味は rかく Jの他iζ君子定の形「かかなしリ，ていねいの形 fかきますJ rか
きませんJ，また，くっつきのついた形「かくよ J rかくんだJ，補助動詞の結合した形[かいてい

るJ rかいてしまう Jなどに認められるようκ，他の文法的カテゴリーと重りあって実現されている

のがふつうである。語形のもつ対立的な種々の関係を指導していない乙の段階で，仁二二コの中にふさ

わしい形の単語を入れさせると，上のような種々のタイプの語形が子どもたちから出されてくること

になる。従ってこ ζ では，きもちの三つの文法的意味を対立的に明確に捉えられるように，倣のカテ

ゴリーを統御した形で，三三語形iζ限定した中から選ばせる ζ とにしている 問題文中の用語「意味J

とは，文法的意味の ζ とであるが，語い的意味と区別するのがむずかしいので「はたらきJ，ζ改め

た方がよい。なお答えは，①かこう さそいかけている @かけ 命令している 窃かく ふつうに

のべている またはしらせている である。

fかく j も「かζ うJも「かけj も.I尚一のどうしが ちかった 用いられ方をされたもので

す。ですから どれもひとしく明かし、ことを あらわしていますo ζれを.rかく Jrかζ うj

fかけJのE撞些ほといいます。

他方.rかく jは(川〉くいことを)ふつうにのべている， rかζ うjはれかく、 ζ とを)主主心

室こ立エヒゑょ fかけJIま(¥¥t)'七、 ζ とを)命令している，というように，それぞれちがったはた

らきを あらわしています。 ζれを，文法的はたらきといいます。
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認が 文の中で 実際iζfflいられるときには，辞書的いみに文法的はたらきが かさなりま

す。

<説明>最初は，単語が語い的意味と文法的意味とを併せもつ ζ との説明。「悶ーのどうしJとは語い的

意味を同じくする語形国土のととを指しており，それらに認められる共通の訟い的意味の ζ とを「辞

書的意味J，としている。二番目は， rかく Jのいいおわりの形が，きもちを表わし分ける三語形をもっ

ζ とを明らかにするが，それぞれの語形の文法的意味を， r、、かし、 ζ とを~しているJというように

説明し，文法的はたらきの規定を与えている。三番目の説明は，言語活動における単語が，詰い的意

味と文法的意味の統ーした姿である ζ とを，語形iζ保持される詰い的意味iζ文法的意味が「かさなるJ

としている。

露五下の文のーのどうしのはたらきを，「」する、、 ζ といしているJというように言ってみましょ

つo

(例)，まくのかわりに 手紙を虫'110 ¥¥かし、乙とを命令している

(1) まっすぐな ζζ ろを 車エ。

(2) 一夫ちゃん， iJこ王立。

(3) 1まいほい五五也アキセ 1Vo

(4) 夏休みに なにして遊んだ? おもしろかったか? さあ，いっしょに去三本主土。

(5) もうすぐ 主丘J昼間。
(6) まて。その人与を 殺しでは ならぬ。

(7) 騒がさめたらすぐに市にでかける c

雇自先の文法的意味の説明では「かく j酬ととっているが， ζ の段階で子どもたちはまだ，

動認がすべていいおわりのきもちを表わす三語形によって，それぞれの文法的はたらきをしていると

いう一般化の認識には達していない。 ζζ では例文中の種々の単誌の語形の文法的意味を考えさせる

ζ とによってそうした一般化をさせる。 れ~する ζ といとして，語形の語い的意味を抽出させ，説明

の「かく jの用例にもとづいて，各々のはたらきを考えさせる。

医召つぎのようなはたらきそもったごうし開門，短刊をつくっ叫しょう。

(1) ¥¥あそぶ、、乙とを さそいかけている

(2) ¥¥およれ、 ζ とを ふつうにのべている

問 、〉んがえる、、乙とを 命令している

(2) 

(3) 

陸自あそぶ，およぐ，かんがえる そ，きもちの酬を表わす語形lζ変化させて，それらを組
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み入れたそれぞれの文法的意味を確実に伝える文を作る。練習 lでは文中の語形のはたらきを，形態

と文の他の構成要素の関係とを手がかりに考えたが， ζζ では 経験的な形態認識を明確なものにす

るために，単語を求められた文法的意味を表わす形iζ変化させなければならない。 ζ の段階ではしか

し，形態の一般化が充分なされていないためにJあそぶ ζ とをしよう Jなどの文を作る子どももいる。

にj語形・形態と文法的意味

(1) 動認のいいおわりの形のきもち概念、を表わす三語形は，語尾を規則的に変化させてつくられるが，

ζの語尾変化のタイプによってすべての動詞は三種類に分類される。(ーの巴Hζ既述)

(2) いいおわりの形のきもちの三語形は，語幹，語尾の形態素の構造が，音素の規則的な組み合わせ

によって明確に示されるので， ζ の三語形の形態変化の指導は，王子柔分折にまでたち入って行う ζ と

ができる。 ζれによって，発音と文字レベルでのあいまいな形態認識を正確なものに導びく ζ とがで

きる。高学年では，語形をひらかなで表記し，発音はカタカナで示し，形態素をローマ字で示す ζ と

にするのしかしまずは，われわれが用いている日本語(かな)の表記と発音による語形認識から文法

指導は始める。

一単語の異語形の(語い的)共通牲と(文法的)差異性とは 語幹部と語尾部lζ認められる形態

によって判別されるが，第一変化動詞のばあいは，表記，発音と形態系の構成要素(音素)とが必ず

しも対応していない単語が多くある ζ とにより，形態変化の指導は乙れら三者の関係を明らかにし

ながら行なわれる。第一変化動る!と語尾変化を異にする第二変化，特殊変化の動詞は，形態素が音節

的iと区切られているために 表記・発音によって比較的わかりやすく語幹と詰尾とを区別する ζ とが

できるが，第一変化動詞との関係(形態的相違)を明らかにする上で，また，正確なそれらの話形を

明らかにする上で， ζ れらの動詞についても表記・発音・音素によって説明される必要がある。な

お特殊変化動詞は，語尾変化lζ引きつけられて語幹部が変化するが，形態変化指導では乙の特殊なタ

イプを第一，第二変化動認の後に行い，両者との違いを明らかにして，その特珠的な変化構造をま型解

させる。そこでζζ では，第一変化，第二変化動詞のいずれを先に(また，後lと)指導するかという

問題を検討するが，そのために両者の形態的構造とそれにもとづく指導方法とを明らかにしておく。

O第一変化動詞

はしる，たがやす，かく(庖盟 iζ捕は，次の形態的構造をもっ。

表記 発音 音韻構造 主ロzE z 幹 主釘五口 尾

lま し る ノ、 シ ノレ hasiru hasir- -u 

はしろう ハシロー hasiro hasir- 一O

lま し れ ノ、 シ レ hasire hasir- -e 

たがやす タガヤス tagayasu tagayas- -u 

たがやそう タガヤソー tagayaso tagayas- -0 

たがやせ タカゃヤセ tagayase tagayas- -e 

カ3 く カ ク kaku kak- -u 

か ζ つ カ コ kako kak- 一O

か け カ ケ kake kak- -e 
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はしる ，t.こがやす，かく の諮斡は，それぞれ hasir-，tagayas-， kakーであり，三語形の語尾

は共通に，←u，-0， -eである。 ζれを，われわれの普段の発音と表記において識別すると ζろから，

形態指導は始められるo はしるの三語形の語幹は，変化しない音として認識できる。つまり「はしj

(ノ、シ)は，文字と発音において共通に認められる。更に，る，ろう，れ(ルs ロウ，レ)において

は，それらがラ行である ζ とlζよる rの発音の共通性を認める ζ とができる。同様にたがやすはJた

がやj とsの発音とが共通部分である。詰尾部はそれぞれ，る・そう・れ，す・そう・せ，く・ ζ う・

け にあるが，ったえる形の語尾は，る，す 3 く (Jv，ス，ク)の発音lζ共通に認められる音， uを

抽出する ζ とによって明らかにされる。同様!C，ろう，そう， ζ う には oが共通音として認められ，

れ，せ，け には eが共通の音として認められ，それぞれのさそいかける形，命令する形の語形の語

尾である乙とが明らかになる O

。第一変化動詞

みる，おきる，たべる恒盟 iζ出題)

表記 発 音韻構造 ロ主五広ヨ 幹 杢ロ口五 F三

み る 、、、 ノレ 日11ru ffil- -ru 

み よ つ 、、、 ヨ ffilyO ロ11- -yo 

み ろ 、、、 ロ 江11ro ffil- -ro 

お き る オ キ ノレ okiru oki- 一-ru

おきょう オキヨー oki丙 びki- -yo 

お き ろ オ キ ロ okiro oki- -ro 

Tこ ハミ る タ << ノレ taberu tabe- -ru 

たべよう タベヨー tabey方 tabe- -yo 

7こ << ろ タ << ロ tabero tabe- -ro 

第二変化動詞は，上記で明らかなよう lζ語幹部，語尾部は表記・発音上の区切り(音節)と対応して

いるため，いずれも抽出する ζ とは容易である。

ζ のような語形の形態構造から 第一，第二変化動詞の指導は 比較的自然な構迭をもっ(認識

する上で)第二変化動詞から始める ζ とが考えられよう。しかし綬業警は第一変化動詞から始まる。

それは，第二変化動詞の命令形の語尾が，北海道ではレと発音されるためである。つまり，子どもは

「おきるJの命令形をまちがいなく「おきれjと 習慣的に使っている語形に変化させるが，襟準語

の語形 fおきろJを乙れに対して示し，方言と標準語との違いを指摘しなければならない。第一変化

動詞の命令形の語尾は-eであるが， ζ の学習ののちに第二変化動認の語形変化に進むと，方言(子

どもの体得している)の命令形の語尾-reは，第一変化の命令形の語尾-eと共通lζeの脊をもっ ζ

とで，第二変化動詞の活用形にどく自然な形で(とりたてて意識されずに)位霞を占めてしまう ζ と

になる。 ζζで改めてわれわれの言語体験が一定の体系にそって行われていると同時κ，それが必ず

しも標準訟の体系と一致するものではない乙とが明らかにされる。 ζ うした文法的事実をより鮮明に
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認識させるには，授業替のとる)1員序がよいと思われる。

(3) 第一変化動詞の活用

I P"，~JH! 21第一変化動詞のいいおわりの三協をそれぞれに用いた例対示してあるが，それらの例文

中の諮形から，①語い的意味を共通lとする同一単語の三議形を集めさせ，②それぞれのもつ文法的意

直囲下の文のーのどうしを，ふつう問べているもの，さそいかけているもの，命令しているものの

三つのグループに わけましょう。

そして，それぞれのグループのなかで 共通している音を みつけましょう。

また「かく Jrかζ うJrかけJと，間ーのどうしについて見たとき，変わらない音がなにかも 考えましょ

っ。

(1) 走れ/ メロス。

(2) むζ うの焔も たがやそう。

(3) うさぎが とぶ。はしる。

(4) ちとくしそうだ。はしろう。

(5) はれの臼は主主主主。雨の包は よむ。

(6) 海へとべ。すぐ海へとびとめ。そうしないと うつぞ。

(7)あれ地そ たがやせ。

(8) 山でも坂でもずんずんはしる。

(9)ζんどは とび籍をよ忠之。

ふつうに
かのべている

さそい か ζ
かけている つ

命令 カ〉
している

け

かわらない
ミ苦

グループlζ

共通の音

味と結びつけさせる。①の課題は，主lζ語幹iζ認められる形態の共通性によって解決可能であり，③

は，文中での用法が主な手がかりとなる。 ζζ は 活用タイプを同じくする動認の単諮をいくつか示

し，それらの語幹，語尾を抽出する ζ とによって，語形の形態変化の規則性と，それらが実現する文

法的意味とを確実にま理解させる段階である。語幹は同一単語の三つの異語形K共通して援む ζ とので

きる、、かわらない音、、を，とくに諮幹尾となる者lと注意させて抽出させる。始めは，カ，タガヤ，ハ

シ， 卜まででよいであろう。次に語尾であるが子どもたちは単語の最後の管をのばす ζ とによ「てそ

れぞれのグループIC¥¥共通の音、、を見つけ出す乙とができる。ふつうにのべているの-u，命令して

いるの-eは，ほぼ確実に抽出できる。さそいかける形の語尾は-0であるが， ζれKついては，オ

ウ，オオ，ウ，オなどと，なかなかオーに確定する乙とができない。討議の中から f最後の字はうだ

けど，音のばしたらオーって，うの芳がついていないj という意見が出てきた。 ζ うした発言を受け

て，オ段の長官苦節は「う Jと表記されるが uとは発音されない ζ とそ がっ ζ う おとうさん な
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どの語例によって説明し，さそし、かけの形の語尾の音オーに導びいた。乙れに関連する課題として

練習 4の(2)で，同音異義語のこ語形関士が，語尾が表記「う jを共通にしつつ発音はウとオーである

いくつかの例をとりあげている。きて，語幹部の子音については.rかく Jのばあい く， ζ う，け

iζ共通する音がないかどうか与を注意させ，カ行の共通~k を摘出させる。日本語の音(節)として独

立していない ζ の k(子音)の発音は，発音を明僚にする ζ とができず，また従って音であると認めさ

せる ζ とは難しいが，クッというような音がカ行には共通してある ζ とを，子どもたちは認める乙と

ができる。そ ζ で，乙の音を，く， ζ ，け， ，ζ共通にあるカ行の kの音，と説明し，表にはかなとロ

ーマ字の組み合わせで記入させてみた。

グループK共

通している音

ふつうにのべている

さそいかけている

命令している

かわらない音

ワ，オー，エなど，音のかわる部分を 語尾といいます。

語尾がかわると 文法的はたらきが かわります。 ζ れを どうしの活用といいます。

「かく JrたがやすJ...など，語尾がウになっているのをつたえる形， r.かζうJrたがやそう J
ーなど，語尾が オー になっているのをきそいかける形， rかけJrたがやせJーなど，語尾が

エになっているのを命令する形 と名づけます。辞番号をひくときには，ったえる形で ひきます。

臨調つぎのどうしを活用させてみなさい。

いく およぐ かす あう おる しぬ
はなす(話す) いう(言う) きる(切る) ける

|ったえる形!

lさそいかける形 i
命令する形 i

々
d

なを形のt
u
 

w

つどのきっ固
{僻 「かけJ(ま、〉く"の命令の形

(1)ながそう そそげ たらす くめ ζぽす

(2) さそう(サソー) さそう tサソウ) のろう(ノロ…) のろう(ノロウ)

かζ う(カコー) かζ う(カコー)

お
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<定義〉 ζ 乙では語尾と活用の定義を与え，語尾変化(活用)による語形の名まえ(語形名)を，語

尾の音の特徴によってつけている。ったえる形は乙れまで，ふつうにのべていると理解させていた語

形。問題 2と，この定義によって，語形を形態と文法的意味(はたらき)と語形名との関連でほほ、全

体的にま理解させることができている。以後の練習 3.4は乙うした語形理解を纏実なものとするための

課題として用意されている。

(4) 第ニ変化動請の活用

担割
(1)つぎのどうしを 活用させない

みる ねる おきる

ったえる形

さそいかける形

命令する形

かわらない形

(2) 命令する形について 考えてみましょう

たベる

グループiζ
共遂の音

(3) 問題 2と同じように 各グルーフ。iζ共通の音，隠ーのどうしの中の かわらない管を みつけましょ

つ。

国詔 第一変化動詞の活用の学審では，語形の本質的な理解と，第一変化動詞の語酸化の規

郎(体系)を習得した。第ニ変化動認の指導はそのワンステップにもとづいて，語形理解を確実にさ

せ，第二変化のi活用体系を習得させる ζ とになる。 ζζ で出合う始めての第二変化の動詞「みるJを，

子どもたちはさっそく みる みろう みれ と活用させた。命令形みれは，日常使っている語形で

あるが，みろうについては，子どもたちは，実際に使わない ζ とを承知の上で活用させた。第一変化動認

の活用に従うと，さそいかけの形の語尾はローとなるからである o 乙のこつの活用語形は，第二変化

動詞が第一変化動裁と語尾を異にする動詞である乙とをま衷解させるのに役立った。みろう→みようの

訂正は，われわれの日常の言葉使いにもとづいて，また，みれ→みろの訂正は，ふだんわれわれが用いない

言葉使し、(標準語)にもとづいてなδれた。 ζのζ とは矛窟しているようであるが，多くの第二変化動詞の単語

の諮例によって形態的iζ明示されうるので子どもには納得させるζとができる。つまり，ねろう，たべろ

う，おきろう は，ふつうなんとしても用いられない語形であるが，みろ，ねろ，たべろは a常の

使用とは別にしばしば，本やマスコミや人との会話によって認められるからである。 しかし命令形について

は，方言の語形と標準誌の語形がある ζ とを明らかにし，なるべく標準語で表現できるように指導す

するが，方言の語形をまちがった言い方とすることはしない。表には次のように記入される。
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てコ たえる J~ み る ね る おき る たベる

さそいかける形 みよ つ ね よ つ おきょう たべよう ヨー

命 令する形 み れ ね れ おきれ たべれ レ

標準語の命令する彩 み ろ ね ろ おき ろ たべろ ロ

かわらない音 、、、 午、 オ キ タ r{ 

グjレーフ。lζ

共通θ音

時rゴ

「みるJ rねる」のなかまのどうしは，語患を ノレ，ヨー，ロ と変えて 活用しますo

fかく JrはしるJのなかまのどうしは，ウ，オー，エ と活用するのでしたね。

躍到つぎのどうしを活用させなさい。

むくいる ζζ ろみる いる きる(着る) でる

きめる まぜる とがめる とらえる える(得る)

<説明>三三穣の変化動詞の指導では， ζ れらの活用とその棺途を理解させるが，授業蓄では第一変化

動詞を， rかく JrはしるJのなかまのどうし，第二変化動認を， rみるJrねる Jの な か ま の ど う し

特殊変化動詞を「くるJrす ~J のなかまのどうし，としている。つぎの練習 6 の問題文は従って， r 
fみる JrねるJのなかまのどうしはどれで、しょうか』とするのが適当である。

匝召つぎのどうしを活用させなさい

「みるJrねる Jのようなどうしは どれでしょうか。

た っ たてるあつまるあつめるまげる まがるにげる にがす

幻



(5) 特殊変化動詞の活用

特殊変化動訴は，くる する ~する の動詞であるが，語尾は rする J r-する」は第二変

化動詞と同じように変化し. rくる」は， - ru -yo- と変化する O ζ の動お!の形態的特徴は，語

尾変化iζ伴って語幹部も変化することである O 子どもたちはこれらの語形をよく知っているので容易

に活用させる ζ とができるが，語尾と語幹の変化についてはこれまでの動詞の形態指導と向じように，発音

iζ注意させて行わせる。語幹部が，他の二種の動言語lとは異って変化することがこのFくる HするJのなか

まの動品]であることそ知らせるが，子どもの中からは rくる j の三語形の語頭は く・ ζ ・こ で

カ行で共通し， rする」の三語形の語頭は す・し・し でサ行で共通するという指摘があり，先の

形態認識の確かさがうかがわれた。

回目出 「するJ rくるjをーと活用さ せ てj の文を完成させましよう。

fするJ

① 勉強が 終った。さあ，みんなで 野球を仁二ここコ。(さそいかける形)

② iまくらは 5曜日になると いつも 野球をにこここコ。(.，たえる形)

③ 太郎， ~交に ばかり いないで，たま Iとは 野球を亡二二コ。(命令する形)

「くるJ

① ぐずぐず していないで，はやく i二二二コ。(命令する形)

② 明日も いっしょに 学校に[二二二ゴ。(さそいかける形j

③ おじいさんは 山へ しはーかりに仁二二コ。(ったえる形)

(2) 表に まとめて，それぞれ語尾は なにか，かわらない部分は なにかを話会ってみましょ

つ。

ったえる形

さそいかける形

命令する形

宝五
鰐口 尾 ';3i .日 尾

目白 「来る Jと「行くはは，動作が向じであるために rくる Jの活用そ くる いこう

こい，くる い乙う いけ のように{いく Jと混関してしまう子どもが少なからずいる。 ζ の二

単語を語い的意味の違い(つまり，話者のいる地点から遠ざかる(いく)のか，そこに近ずく(く

る)のかの違いj によって，巽る単語間二とである乙とを認めさせるのも一つのやり方であるが，授業

では討論の中から くる ζ ょう 乙い にはカ行としての共通部分 く・ ζ ・こ が認められる，
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fし、く」はイ行として独自に いく いこう いけ の語形変化があるなどという主張が出された ζ

とκよって，子どもたちは，それらが異る話形であるという認識に透つした。

問題4ω表は次のように記入される。特殊変化動詞も第二変化動訴と間じように形態素が表記・

発音のほ切りと対応している。

ったえる形 す る ノレ く る )1〆

さそし、かける形 しよ つ ヨ 乙よ つ ヨ

命令する月三 し ろ ロ こ し、 イ

ス . シ ク . ニ1

諮
問 )，15 EE 尾

主よるのなかまのどうしは，語尾を Jレ，ヨー，ロ と かえて活用しますが，する レょう Lろ となる

のが，特徴です。

ム~は語尾をノレ，ヨー，イ とかえて活用し，くる Zょう豆いとなります。

今ぜなせキロ用活をf
u
 

-つどの#
q
 

つE
 めいずる けつする 乙いする そんざいする

量日~するの単語を活用させる課題だが めいずる の他の三語は，乙の課題には適当ではな

かった。それらのさそいかけ，命令の形はほとんど使用されない語形である。また，練習の始めに~

するの特殊な形~ずるをもってきたのも指導上の配慮が足りなかった。勉強する，さんせいする な

と-.確実に三語形に活用する単語で練習させ，そののちに特殊な形をもってくるべきである c めい

ずる の三語形は，めいずる めいじよう めいじろ である。なお-.，するの動請の命令形は，古

い語形 r--せよ jが今臼も州いられている O 感想文で.rζいするのがへんな ζ とばになったJという

のは，乙の形について言っていると思われる。

(おいいおわりの形の四語形

(1) ったえる形

① いいおわりの形の四議形

いいおわりの形の，きもちを表わし分ける三語形のうち，ったえる形には，ときを表わす二つの

語形(すぎさらずとすぎさり)が対立している。いいおわりの形は従って，きもちととき概念を実現

する四つの語形から成る語形体系である O それら閤語形の関係は次表のように整理される。
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き も ち と き

すぎさらず し、

ったえる形

すぎさり し、った

いいおわりの形

さそし、かける形 L 、乙う

命令する形 いけ

これらの四語形は，いいおわりの形がもっ構文論的はたらさと，形態論的はたらきの、きもち、を担う

諮形間士として対立し合っているが 、とき、を表わすニ語形はったえる形においてのみ対立している

語形間土であるから，次表のように，すぎさりに対して他の三語形が対立していると捉えるのは誤りで

ある。さそいかける形と命令する形は，それらの文法的意味(精子に話しかけている時から先の動作を

促す)からして，それらに過去の用法が存在する必要はなし、から，語形としてもこれらの過去形は存在

訟久之 すぎさらず すぎさ り

一一一一一一一一時

ったえる形 し、 く し、 -， た

いいおわりの形

さそし、かける形 し、 乙 つ ナ シ

命令する形 し、 け ナ シ

しないのである。文法的意味は語形の対立において実現されるから， ζ れらがときの対立語形をもたな

いということは， ζ れらにときの意味が無いという ζ とを示している O

~ 3 ったえる形

庖罰つぎのーのどうしは，ったえるはたらき・さそ川〉けるはたらト命令するはたらきのうち

の どれでしょう。

(1) たけし学校から かえったら 自転車にのよしう。

(2) ぼくが とぐから，おまえは うしろにCQtt，。

(3) 乙んどは にいちゃんの 自転車に包益。

(4) ぼくは きのう，新しし、自転車に 伐二乙た。

恒詔つぎのーのおしは，どれもつ山北らきをあらわしていますが，位制文わ

かわれているどうしは，なにが ちがうでし rうか。

(1)ふじお君iま きのう遠足にじュ1こ。 兄 さんはあす遠足にじi。
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小学校高学年における動詞・いいおわりの形の指導

(2) けさ，もぎたてのとうもろ ζ し を念公本ρ 今夜は カレーを盆ヰゑ。

(3) 去年の発表会は， 、ドナウ )11のさざ波、を 立Lュ1;;，0 今年は‘流浪の民、を之主之。

人やもののうどきを だれかU らせるとき附 どうしのったえる形を っかいます。l

国自今までに学習したいいおわりの形の三語形につたえる形の過去形を加え』きもち・ときに

よる四語形をこ ζ で始めて提示する。 ζζ では過去形「のったJが，ったえる形の一語形である ζ と

を ったえる，さそいかける，命令する というきもちの三用法の対比によって考えさせる。従って

選択肢をその三用法に限って提示した。無限定にそれぞれの語形の用法を問えば.rのった」について

は必ず過去を意味するという意見が出されてきて，問題の四語形をきもち・ときの明瞭な区別なしに，

きもちとときの語形の並列的な対比として捉えてしまうおそれがある O

国国すぎさらずとすぎさりを陀一単語はって対立的仰j文で示し，それぞれの織の文法的

意味と，それらの対立が実現している文法的概念(とき)を考えさせる O 問題文はいずれも時を示す

状況語を含んでおり，文法的意味の理解の手がかりとなっている。

く定義〉ったえる形は，すでに ζ の語形名で指導を進めてきたが，いいおわりの形の断定形そ指す。

、ったえる、という概念については先にも触れたが，一般的な意味(伝達)で ζ れを理解すると，っ

たえる形は葵然とした語形名となるが， ζ の語形が意味すると ζ ろは rさそいかけでも命令でもな

い，ふつうに知らせ伝える Jという乙とである。子どもにとっても ζ の語形の，意味と名称は確定し難

いが， ζ の意味で他のニ語形に対して現在広く使われている ζ とを知らせる。

@とき

どうしのったえる形には， 、とき‘にしたがって，乙れからの ζ とをつたえる形

(すぎさらずj と ζれまでの ζ とをつたえる形(すぎさり)とが あります。

日記つぎのどうしの，乙れ叫の ζ といえ る 形 ( す ぎ 訪 れ と 乙れまでの ζ といえ

る形(すぎさり〉を考えましょう。語尾は どうなっているでしょうか。

(3) みる ねる

iすぎさらず!
E すぎさり 3
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<定義>ときの二語形がもっ文法的意味の特徴については既述したが，すぎさらずとすぎさりという

語形名は，日本訟の動詞がとき概念を実現する語形の特質をよく捉えてつけられた名称である。 ζζ

で定義している通り，すぎさらずは，現在又は過去を表わすと ζ ろから f乙れからの ζ とをったえる

形Jであり，すぎさりは過去を表わすから.rこれまでのことをつたえる形Jであるの

陸自 ときのニ語形の活用制を三種のタイプの嗣航行わせる o (1)(創立第一変化， (3)は第ニ

変化， (4)は特殊変化の各動詞。第一変化動詞のすぎさりは，語幹震が sをとる単認を除いてすべて，

その語幹尾は四種の音便変化をする。そのため第一変化のすぎさりは次のように音便をしない単語を

含めた 五種の形に分かれるの

すぎさりの

f一一-̂ -一一寸

(語尾〉 ( 主"五口 幹) すぎさらずすぎさり 基本語幹音便語幹すぎさりの構造

すか し fこ kas- kasiー kasi-ta 

ta イ音便か く かし、 fこ kak- kai -- kai-ta 

促音便は し る はしっ 7こ hasir- hasit- hasit-ta 

お よ ぐ およいだ oyog- OyOIー oyoト -da

撲使 と h~ と ん 1::.' tob- ton- ton-da 

ζζ ではしかし， ζうした複雑な形態指導は行わず，すぎさりの語尾が，タあるいはダであることに

注意させるだけにする。第二変化，特殊変化動詞のすぎさりの語尾はし、ずれも -taであるが，特殊変

化動詞は語幹も問時iζsi- kiーと変化する。

@すぎさらず

すぎさらずは，おもに まだすぎていない乙とをつたえるはたらきをします。と ζ ろが，すぎ

さらずには 今，やっている ζとや存在している ζと(現夜の乙と)をつたえるばあいと， ζれ

から先の ζ と(未来のとと)を つたえるばあいとが あります。

底割つぎのーのどうしは どれもすれらずです。

ζの中で，現在のζとを つたえているものと，未来のζとを つたえているものとが どれかを

考えてみましょう。

(1) ど乙からかふえの音が主ふムゑ。

(2) はやく 片づけなさい。うん，いま丘三旦ゑ。

(3) わけのわからない ζ とを いっちゃあ五ヰゑ。

(4) あすは天気iζ ヰゑ。

(5) 校庭ICI立大きなかしの木がある。

<説明>すぎさらずは，現在または未来を表わすが，その文法的意味は動作動詞，状態動お"J，動作

状態動詞iζよって必ずしも同じではない。行く，歩く 泳ぐなど，動作を示す，動詞の大部分を占める

動詞が動作動詞であるが(厳密にはテンス・アスぺクトを実現する意味によって分類されている動詞)

ζの動詞のすぎ3らずは現在の意味を表わさず，未来のみを表わす。 ζれに対し，いる あるなどの状
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態動議jのすぎさらずは，現在と未来の意味を表わす。動作=状態動詞は， ζ れら二種の動詞の中間的な

位置ぞ占めるが(存狂する，認めるなど)乙の動詞のすぎさらずも現夜と未来の意味を表わす。 く説

明〉は，動作動言語jと状態動言誌をとりあげている。すぎさらずが表わす現在と未来は正確Kは，

すぎさらずの二つの「ばあいjではなく，動認によって異るニつの文法的窓味である 問題 8の問題

文に，<説明>の兵体例を示しである。

IF，，~1Hí 91つぎのーのどうしは どれもすぎさらずです。

現症の ζ とをつたえているのか，未来の乙とをつたえているのか 考えてみましょう。

山地球は太陽のまわりをよ怠ゑ。

(2) 紙は木から-，ゑ。

(3) 日本人ははしで食事をする。

すぎさらずは， ‘とき、にかかわりのないととそ ったえるばあいが あります。

監習すぎさらずを使「て つぎのばあいの文を考えてみましょう。

(1)現在のととを つたえるばあし、。

(2) 未来の ζ とを つたえるばあい。

(3) ‘とき、にかかわりのない乙とを つたえるばあい。

匝ヨ 法則や習齢伝えるばあい，過去の習慣をすぎさりで述べるほかは，すぎさらずが用いら

れる。問題文は 習慣や法剣をすぎさらずを用いて伝えている文例である。このようなすぎさらずの

用法は，すぎさらずに超時的な性路があるとするのではなく(それは，このような用法でのすぎさら

ずにはするものだという説明的な意味は認められるが，時を超えた性絡という意味は認められな

いからである)濁慣や法則を伝えるときに使われる ζ とがあると理解するのが正しいと思われる。従っ

て。<説明〉は，次のように改めるJ法剣や習慣などを伝えるときにはすぎさらずを使います」 ζの

例文として問題 9の問題文を提示する。練習 8の(3)も.r法制や習慣を伝えるばあいJと訂正する。

④ すぎさり

すぎさりには，話のすぐ前K完了したり，実現したりした動さを

あらわすばあいが あります。

く例文> 春がきた。

給食の用意ができた。

ああ，おなかがヱヒ卒。
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<説明>すぎさりの形が表わす過去には，過去のある時点で行われたこと.または存在した ζ とがは

っきりしている単純過去と 話の以前に完了してしまった ζ とゃ あるいは過去の動作や状態が現在

も引きつづき認められることなどを含む複合過去とが認められる。例文は，後者のJ意味合いを含む過

去の意味を表わしているすぎさりを用いている。しかし すぎさらずが‘動認の積類によって現在と

未来とを区別して示すように，すぎさりの ζれらの相違はそれほど明擦に区別することはない。従っ

てζ れらの相違は，すぎさりの表わす過去の意味のニュアンスの速いとして理解させる O

(2) さそし、かける形

~ 4 さそ七、かける形

認し手が あい手iζ さそし、かけるばあいには，どうしのさそい

かける形を つかいます。

昼3つぎのーのどうしはどれもさそいかける形ですo どれも，さそいかけるはたらきを

もっているでしょうか。

(1) ζ のヱドを 主計ζ 主立主立。

(2) あべ君，外で ボーノレなげム主之。

(3) おらあ うちにかえってから ゆっくり くおう。

(4) チビ，さんぼにムユ王土。

話し手が 自分の意志 (ζ うしようと 考える乙と)をあらわす

ばあいにも どうしのさそいかける彩を つかいます。

E副どうしのさそいかける形がもっている 二つのはたられさそいかける乙とをあら
わす，意志、をあらわす)は，どういうちがいでしょうか。

<定義>さそいかける形は命令する形とともに，話しJ手が相手iζ動作をする ζ とをはたらきかけると

いう点で，ったえる形とは臭っている。しかし，さそいかけは，話し手が相手と一諸に動作をすると

いう点で，相手にだけ動作を要求する命令と異っている。

匪車さそいかける加，さそいかける献のほかに怠抗勤時味ももっ。子どもたちは

(1)(3)が，さそいかける意味ではない ζ とに気がつく。そ ζ で，意志を表わしているほ)(3)は，さそし、か

けの意味で用いられている(2114)と， 1時が臭っているかを考えさせると，rだれかといっしょにしようと

言っているわけではないJとか.r自分が他の人にやろうというものJ(1)， rおらあ J(3)というのは rEl
分の乙とでしょ，だからほかの人に言っているわけではない」というように，さそいかけが相手と

諸の行動受;意味しているのに対し，話し予自身の行動(行為)を意味していると. 4'lJ別していってい

る。関勉11は，こうした相違をたずねている。

函3おきる はしる をさそいかけるれ語形変化させて，さそいかけと献の二用法をそれ

ぞれ示す文を作る課題であるが，ったえる形 fおきる Jで，rわたしは もう おきるJという窓志の

意味をもっ作文をした子どもがいた。これに対してJ‘おきる、はさそし、かける形iζ活用させていな

いJrζの開題は，さそいかける形に活用させて，さそいかけをあらわすはたらき，意志をあらわすは
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たらきにする問題だJのような意見が出された。そして，ったえる形によっても意志を表わす文そっ

! t#!~ 9 1つぎーさそいかける形のどうし 民 日 い か け か 杭 か の ど ち ら か を あ ら

わしています。それぞれのどうしが どちらのはたらきそもっているか 考えてみましょう。

(1)ねえ，みんなで どんぐりをひろいにい

(2) ぼくはつくえを品ム忌立。

(3) きよし君，いっしょに去こ主主立。

(4) あしたから ζ の新しいくっそ i主u。

。

匪召 凶山u凶 j汁を さ討叩それしい、功カ山形机iκζ 活問用さ吋せて' さ付mそ引しw を硝あらわすは

らきと，意志をあらわすはたらきのそれぞれのばあいの文を つくりなさい。

「おきるJ→ 

「はしるJ→

さそいかける形

(1) rおきるJさそし、かけをあらわすばあいの文。

(2) rおきるJ意志をあらわすばあいの文。

(3) rはしるJさそいかけをあらわすばあいの文。

(4) rはしるJ;意志をあらわすiまあいの文。

くる ζ とができるという ζ とについては全員が認めた上で， ζ の作文に使われたfおきる Jは，さそいかける

形を求めている問題に対しては正しい答ではない，という ζ とが集団的iζ確認された。 ζの子どもた

ちの討論にみとめられる語形認識は「さそし、かける意味をもっ文だから，そ ζiζ使われている単語は

さそいかける形だJという，文iζ 引きづられたあいまいな語形認識ではなく，語形が活用(形態変化)

によって文法的意味を実現し，それが話し手の意留する用い方をされるという確かな理解にもとづい

!問題121つぎのどうしを さそいかける形に 活用させてみましょう。

どれも さそいかける形を もっているでしょうか。

ζわれる→

ζ わす→

とける→

とかす→

もうかる→

もうける→

さそいかける形

どうしには さそいかける形をもたないものが あります。

意志どうしと無意志どうし

どうしには，さそいかける形をもっどうしと，もたないどうしとがあります。
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さそいかける形をもつどうしはJこわすJiおきるjのように話し手の考えにもとづて 乙う

しようと考えたり，動作をしたりすることができる意味をもっています。 Cの穏類のどうしを

意志どうしと いいます。

さそいかける形をもたないどうしは， 1ζわれるjや「もうかるJのように 話し手の;考えに

よって ばにかをする乙とができないどうしです。 ζ の種類のどうしを 無意志どうしと い

います。

ているということがわかる。

<説明>さそし功〉ける形と命令する形を f話し手が相手に動作する乙とをはたらきかけるJといなこれら

の語形の本来¢意味で用いる ζ とのできる動詞は，i人間の怠忘によってtr.右することのできる動作」を

表わすから，これを窓志動語と言っている。 ζ れに対し，そうした本来の意味でさそいかけ，命令の

二語形を用いる ζ とのできない動おlを，無;鼠志動五五!という。無意志動詞は，非情物の動作，生王室的，

心理的動作などを示す動詞と可能動示!がこれにあたる。問題12は， ζ の二種の動詞の語い的意味の類

似した単語同士を提示し，それらの単語にさそいかける形があとかどうかをたずねている。動詞は，

形態的には，さそいかける形につくる ζ とはできるが，それが文法的意味を実現しないばあいには語

形と認める ζ とはできない。従って，乙われる とける もうかる は，さそし、かける形をもたない。

子どもたちから，ロボットが「おれは ζ われよう Jと言ったりする，という例が出された。これは，

非情物であるロボットが擬人化されて，意志をもたされたため，非情物における状態の変化を示す無

意志動詞「 ζわれる Jが意志の意味でっかわれたものである。物語などでは よく ζのような使われ

方をされるが. S 5 命 令す る形 におけるく例文>の天気に五品。風よム立。なども，非

情物である天候を，あたかも意志をもつもののようにみなした ζ とにより，無意志動詞が命令の形を

とった例である。

(3) 命令する形

S 5 命令する形

人や動物に なにかをいいつけるときにはどうしの命令する
形をつかいます。

l問題131 つぎのどうしを 命令する形iζ i活用させてみましょう。
一一一一 命令する形

あける→
乙われる→
うたう→
ある→

<例文>

|無意志どうしは 命令する形も もっていません。

命令する彩は，話し手のねがいをあらわすときにも つかわ
れます。この場合だけ，無意志どうしは 命令する形をもっ乙
とができます。

あした天気になれ。
はやく ζいム心。おi五月 o

風よムki。雨よ土込。
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さそし、かける形と同じく，無意志、動詞は命令する形をもたないが，例文ωように，命令する形が，

ねがい号をあらわす窓味をもっときは無窓志動ふlを命令の形で用いる乙とができる O 命令の形は，命令

する意味の他iζ，今述べた話者のねがいを表わすJ宮、味ももっC

(1m)まとめ

ったえる形，さそし、かける形，命令する形のいいおわりの三語形は，話者のきもちそ表わし分け

る語形である O しかし，これらの語形相互が実現する文法的概念は，ムードを窓味する、きもち、の

他iζ，もっとイ散のニュアンス(例えば 話す目的)を含んでいるようにも受けとめられる。問題 2は

多少困難かもしれないが，子どもたちから， ζ の三三語形がどのような文法的意味を実現している語形

群なのかを，すぎさりとすぎさらずが、とき、を実現していることを例に，考えさせてみる。そのよ

で，現在のところ，これらはきもち概念を表わし分ける語形とされている ζ とを知らせる。

医Il'ま，今まで各語形どとに活用練習をしてきたのであるから， -積のタイプを分けずにさせて

みる方が，力が試されてよかったと思う O また，まとめの練習に限らず各語形の学留においても，例

文の中の語形を理解させたり，語形を用いた作文練習などによって，語形の形態的な変化法則と文法

的意味とを篠突に結合できる応用的な練習を豊富にとり込む ζ とも検討する必要がある。

5 まとめ

[r，，~~ 11どうし阿 ったえる形・さそいかける形・命令する形がありましたo また，ったえ

る形には すぎさらずとすぎさりとが ありました。それぞれの形は 異るはたらきをもってい

るととが わかりましたね。 ζζで ζれらのはたらきを まとめてみましょう。

ったえる形，

すぎさらず。

すささり

怠そいかける形:①

② 

命令 す る形;①

② 

庖詔すぎさらずとすぎさりは川、のちがいをあらわすための財形でした。

ったえる形，さそし、かける形，命令する形は なんのために ζ のように異る形をとっているのか

考えてみましょう。

陸自どうしを活用させましょう。

ゆずる のばす あらう さけぶ やすむ とびとむ

|叩ぎさらずL I 
る形|すぎさり1----4-----'--------LI~m _ r--T-TI 
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さそむ、かける形

命令する形

(2) fみるJfねるJのなかま たし治主 〈ものを)
はじめる とめる める っける lζ る やめる 七、きる 語尾

ったえ すぎさらず

る形 すぎさり

さそし、かける形

命令する形

(3) fするJのなかま (4) く る

さんせいする あいする しんじる 語尾 語尾

ったえ すぎさらず ったえ すぎさらず

る形 すぎさり る形 すぎさり

さそいかける形 さそいかける形

命令する形 命令する彩

《資料〉 感想文「文法を勉強してJ

ζ の勉強をしてわかった乙とは， ζ とばにもiEしい使い方があるということです。先生がくるま

えは，乙とばの使い方なんて関係ない，ただ意味がわかればいいんだ，そう思っていました O でも先

生が来てくれたおかげで「いっている人の気もちを考えていわなければならなしリという乙とがわか

りました。文法のお勉強をして楽しかった ζ とは，たくさんあります。まずーっは， ζ とばを「った

える形J fさそいかける形Jや f命令する形JIζ直すことです。乙れは その人にったえる時はどの

ようにいえばよいのか，人に命令する時は， dそし、かけるにはどのようにいえばよいのかがはっきり

わかりました。もう一つは語尾です。その ζ とばをのばすと(単語の語尾を長く発音させて，音を抽

出させた乙とを言っている一一筆者注入最後はどのような音になるのかが楽しかったです。それに，

すぎさり，すぎさらず，というのがよくわかりました。最後κ「る JfむJfぶ JfすJなどがつくとすぎ

さらずで，最後に ft:ごJfたJなどがつくとすぎさりだということがわかるとうれしくて，家iζ帰ると

すぐお母さんに「なんという Jといって よく ζ まらせました。最初は「文法Jってきくといやだっ

たのがすぎさりやすぎさらず，語尾などがわかってくると文法をやるというと今日はなにをやるのか

なとむねをワクワクさせていました。(島上 宏子)

わたしは文法を雲まって，とてもためになってよかったなあと思っています。文法を習って， しら

なかったことも溜っているうちに，へーなるほどっと思うようになりました。とくにわかったのは語
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尾です。わたしは語尾というのは，ぜんぜんという ζ とはないんだけどあまりしりませんでした。だ

けど習ってみると，ことばの一番最後の乙とばをのばすと，ルーとかウとかの語尾。乙れが語尾って

いうのかとわかる，どんな科目でもわかればたのしいということ。みる，くる， ，ζるこのばあいは最

後のノレが語尾になって，いく，およぐ，かす，あう，おる，と乙ういうばあいは最後の，く・ぐ・す・

う・る このことばをのばすとウ， ζ れが語尾。まだまだならった乙とがあるけれど， ζ れがいちば

んあたまにのこっているo どζ でどう， ζ の文訟をつかうかしらないけど，わたしは ζ の文訟をぜっ

たいわすれないでやくだてたいと思っています。(畑 加代子)

文法をならって，すぎさり，すぎさらず，さそし、かける形，命令する形などがわかりました。み

る などの命令する形は，みれでもいいが，ほんとうは みろなんだという ζ とがわかりました。

それに語尾が，エだと思ったのがレだという ζ とは はじめて知りました。たべようなどの語尾がヨ

ーという ζ ともわかりました。すぎさりとすぎさらずの言い方，すぎさり，すぎさらずというのはど

ういう ζ とかもわかりました。一番おもしろか「た ζ とは，乙いするというへんな ζ とばを活用させ

ると，へんな ζ とばにな勺たりした ζ とです。(命令する形の古い言い方が f恋せよ jである ζ とを

言っている一自主義者注)ζ ういう ζ とばを，活用させていくと，いろんなおもしろい乙とばができて

とてもたのしかったです c (吉本 美代子)

ぼくは，文法をならっておもしろかったりかんじた乙とは，はじめはどんなことかなとたのしみ

にしていました。はじめは文法といういみもろくにわかりませんでした。でも，かく・かけ・かこう

というかんたんな ζ とからやっていくと，だんだんわかるようになりました。(めいずる)を命令す

る形にしたらほとんどの人がめいじれにしました。でもほんとは，めいじろだったのです。そんなの

をなん回もくり返しているうちに，だんだんわかるようになりました。みんなは，語尾でつまずきま

したJやっぱり ζれはロだJfいやちがう j ともめあっていましたのでもそのうちわかってきたとみえ

てさいどに心がぴったりあいました。 ζ れでみんなもぼくも，文法ということがわかりまし

た。(市)11 滋)

ぼくが一番おもしろかったのは，語尾が ウ オ オウのどれかで，ろんそうになったときです。

ぼくは ウだと患ったので，ウだという意見をのべたけど，さいしょは十人くらいいたけど，どんど

んへって二人になったときにはがっかりしました。でもやっぱりおもしろかったです。(大水 利明)

文法の勉強はいろいろとやや ζ しかった。とくに.語尾をさがすのがやや ζ しかった F というの

は，はじめ語尾は ウ・オー・エ だったけど，乙んどは ル・タ・ヨー・イ lζかわったからで-to

わからなかった ζ とは，なぜ，このようになったのかがわからなかった。また，かわらない音という

のが，あまりよくわからなかったし，すぐわすれてしまった。でも，ったえる形に，すぎさりとすぎ

さらずに，さそいかける形，命令する形の ζ とはよくわかった。とくに， どうしには，さそいか

ける形がないものがある，というのが 心にの ζ っている。れいでいくと， ζ われるやとけるなどで

す。(斉藤昌治)

ζの学習では，しらなかった ζ とをた、いぷおぼえてとてもよかったが，中でも一番よくわかり，

おぼえてよかったものは f語尾 jです。それは，語尾だけで，だいたい，ったえる形・さそいかける

形・命令する形がわかったりするとくちょうをもっていたからだと思います。そのほか，すぎさり・

すぎさらずなど，その場iζ応じでっかいわけるなど，日本語がむずかしいのがよくわかりました。

(問中恵久)

私は，文章をなおすζ とより，表にかく ζ との方がすきでした。むずかしかったのは，方言と共
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通語のくべつをするのがむずかしかったです。あと，すぎさりとかすぎさらずはあまりおもしろくな

かった。私が文法の中ですきなのは，ったえる形・さそいかける形・命令する形の三つでした。私が

わかった ζ とは，命令する形には，命令する形にできない乙とば，できる乙とばがあるという ζ とが

わかった。(山)11 明美)

私は文法号をおしえてもらって，ったえる彩・さそいかける形・命令する形がとてもよくわかった。

いままで私たちは，そんなことばのくべつもかんけいなしに，命令したり，さそL、かけたりして話し

ていた乙とがよくわかった O でも，すぎさり，すぎさらずのと ζ ろのいみがあまりよくのみ ζ めなか

った。それから，みらいのこと.現在の ζ とを，もうす ζ しおしえてもらいたかった。

(小林真理子)

<注〉

1) 高村泰雄 f教授学研究の方法論的諸問題Jr北海道大学教育学部紀要J19号 (1970) 

2) 鈴木重幸 ra本語文法・形態論J (1972) 

3) 高木一彦「形態論での名詞の指導Jr教育国語J25号(1971 ) 

4) 奥田宣言雄氏によれば，いいおわりの形のとのこ用法は，対立する二つの語形(連休形と終止形)であ

る，とされる。(r言語における形式Jr教育間話J35号 1973I 

5) いく，い乙う，いけ は， I弓ー単語(いく)の異語形(異った形式)である，という捉え万IC対し，

それぞれ異った単語であるとする立場がある。(構造言語学など)

6) 語幹と誇~とは，単語の主要素であり，標識である。鈴木重幸氏は，次のように説明している。「語尾は

その文法的な形を特徴づける部分であり，その形があらわす文法的な;意味のしるしになる部分である。

ζれに対して語幹は，文法的なかたちのちがいにかかわりのない部分であって，原則的には，その単語

iと共通する;意味や性格(語い的な意味，および 2 文法的な形のちがいにかかわりなく，それに共通する

文法的な;意味，文法的な性格)のしるしになる部分である。J(部掲香)

7) 学校文法lζ採用されている伝統的文法論では，r居るjの「いjは語幹としても認められず，r居るJr着

るJなどは，語幹と活用語尾とが区別できない一段活用の動認とされている。

《 付記〉

私たちの研究は，実際の学校教育における授業によってはじめて，検証され，次の新しい段階へ

進むことができるのだが，今回の研究に際しては，前回に引き続き， '恵庭市立島松小学校の協力を得

るζ とができた。乙乙 iζ開校と，実験授業をさせて下さった六年二組の斉院先生ならびに生徒のみな

さん方に，深く感謝いたします。

本論文は，北海道教育大学・札幌分校の三上勝夫先生との共用研究による成果をもとにして執筆

したものであるo また，授業議作成lζ際しては北大・教授学研究グループの集団討議により，資重な

示唆をいただいた戸 ζζ に，三上先生ならびにグループの方々に深く感謝いたします。
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